
1 診療時間 火曜日 午後1時30時から午後5時まで　水曜日 午前8時30分から午後2時まで

2 診療科目 内科

3 診療体制 医師　1人、看護師　1人

H20 H21 H22

診療日数 146日 97日 93日

延診療者数 586人 459人 958人

1日当たりの診療者数 4.01人 4.73人 10.30人

3,221,144円

239,282円 608,472円

6,518円 7,018円

5,798,874円

6,053円

427,163円

　医療を確保することにより、地区住民の疾病に対する不安解消、安心して生活できる環境及び健康増
進が図られた。
　定期的な診療時間や温熱治療器の設置などにより、延診療者数及び診療報酬収入において、対前年度
を大きく上回る成果をあげることができた。

診療報酬収入 3,819,677円

診療単価

主な指標項目

基
本
計
画

事業収入

（単位：円）

　医師などの医療従事者不足や田代島住民の減少により、診療所を運営する環境は非常に厳しいものが
あるが、患者のニーズを的確にとらえ、継続的かつ安定的な医療の提供に努めていく。

その他診療収入（各種検診等）

予
算
科
目

1 目 田代診療所事業費

診療所事業費

診療所事業費

成果に係る評価

田代診療所職員人件費・田代診療所管理費・田代診療所医業費

事　業　名 田代診療所運営事業

　離島である田代浜地区の住民、観光客等の健康維持・疾病治療のための一次医療を行う。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

※平成22年度の診療期間は、4月6日～3月9日。3月11日後は東日本大震災のため休診。

( 2 ) 医療体制を充実する

第 4 章1 款

1 項

安心して健やかに暮らせるまち

第 2 節
生涯を通じて元気で健康な暮らしが実現できるように
する

予算の執行状況
予算額

20,357,092 6,226,037

地方債国(県)支出金

6,933,000

決算額の財源内訳

6,893,082

　夜間急患センター所長の協力により、年間を通し継続的な医療を確保することができた。

決算額

20,052,119

その他
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1 診療時間 月曜日から金曜日まで　午前9時から午後5時30分まで

2 診療科目 内科　・　小児科

3 診療体制 医師　1人、看護師　3人、事務職　2人

4 その他

予防接種の実施

健康診断の実施

関係機関との連携

往診の実施

　患者の求めに応じて、患家への往診を実施した。

92,248,034円 81,898,704円

診療単価

1日当たりの診療者数 43.63人 41.34人

診療報酬収入 91,724,343円

※平成22年度の診療期間は、4月1日～3月11日。3月11日後は東日本大震災のため休診。

その他診療収入（各種検診等） 3,835,547円 9,135,930円 6,628,387円

延診療者数 10,428人 9,756人 8,928人

39.33人

H21 H22

236日 227日

8,796円 9,456円 9,173円

取　組　実　績

(4)

(3)

(2)

(1)

（単位：円）

主な指標項目

　麻しん・風しん混合予防接種、ＢＣＧ接種、インフルエンザ、肺炎球菌といった各種予防接種
を実施した。

　乳幼児健診、保育所健診、就学時健診、学校健診、雇入時健診、企業健診等の各種健康診断を
行った。

　病院への患者紹介、病院からの紹介患者の受入れ、訪問看護ステ－ションへの訪問看護指示書
の提供、在宅介護支援センタ－等の関連機関と連携により診療にあたった。

H20

事業収入地方債国(県)支出金

　高齢化が進み人口の減少に伴い、患者数も年々減少しているが、疾病の治療や指導等積極的に行っ
た。また、予防接種や健康診断の実施予防医療も積極的に取り入れた。
　東日本大震災後の休診により、診療日数及び診療報酬収入が減少し、当診療所に受診している患者も
約150名が被災（死亡・行方不明）し、今後は、大幅な減収も予想される。

診療日数 239日

第 2 節
生涯を通じて元気で健康な暮らしが実現できるように
する

基
本
計
画

( 2 ) 医療体制を充実する

第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち
予
算
科
目

2 目 橋浦診療所事業費

診療所事業費1 款

1 項 診療所事業費

成果に係る評価

橋浦診療所職員人件費・橋浦診療所管理費・橋浦診療所医業費

事　業　名 橋浦診療所運営事業

・地域医療を支える施設として、安心と希望を支える医療を目指す。
　住民の各種疾病の治療、慢性疾患の指導等、治し支える医療の実施
　予防接種及び健康診断等の予防医療の実施
　高齢者、障害者に対応するため往診の実施目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

　人口の減少や高齢化が進む地域にあって、患者数も年々減少しているが、地区内唯一の医療機関とし
て住民の健康を支え幼児から高齢者まで、幅広い患者に対応している。各疾病治療並びに慢性疾患に対
応した治療や指導等積極的に実施し、通院が難しい高齢者に対しては、往診により対応している。疾病
予防には、各種ワクチンの予防接種並びに健康診断の実施や日赤、市立病院等関係医療機関との連携に
より住民の信頼と安心に努めている。

予算の執行状況
予算額

123,908,995

決算額の財源内訳

決算額

111,629,333 88,527,091

その他

23,102,242
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1 診療時間 月曜日　 午前10時から午後4時まで

火・水曜日　 午前9時から午後4時まで

木曜日 午前9時から正午まで

2 診療科目 内科

3 診療体制 医師　1人、看護師　1人、労務職　1人

その他診療収入（各種検診等） 719,311円 1,604,710円 572,588円

診療単価 5,105円 5,446円 5,231円

診療報酬収入 17,408,053円 15,908,328円 11,753,683円

1日当たりの診療者数 18.84人 15.96人 15.29人

延診療者数 3,410人 2,921人 2,247人

診療日数 181日 183日 147日

　医療を確保することにより、地区住民の疾病に対する不安解消、安心して生活できる環境及び健康増
進が図られた。

主な指標項目 H20 H21 H22

予算の執行状況
予算額

38,360,070

決算額の財源内訳

決算額

35,451,110 12,326,271

その他

15,991,839

成果に係る評価

寄磯診療所職員人件費・寄磯診療所管理費・寄磯診療所医業費

事　業　名 寄磯診療所運営事業

　高血圧症等の慢性疾患に対する一次医療や健康管理に係る生活指導
　前網・寄磯地区（遠隔地）における医療の確保を図る

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　安定的な医療確保や住民の健康づくりの観点から、本事業を継続することは必要不可欠である。

予
算
科
目

3 目 寄磯診療所事業費

診療所事業費1 款 第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち

1 項 診療所事業費 第 2 節
生涯を通じて元気で健康な暮らしが実現できるように
する

基
本
計
画

( 2 ) 医療体制を充実する

※平成22年度の診療期間は、4月1日～1月18日。1月18日後は休診。

地方債国(県)支出金

7,133,000

（単位：円）

事業収入
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1 診療時間 月曜日から金曜日まで　午前9時から午後5時まで

2 診療体制 歯科医師　1人、歯科助手　2人

診療日数 239日 231日 233日

　歯科医療を確保することにより、地区住民の疾病に対する不安解消、安心して生活できる環境及び健
康増進が図られた。

主な指標項目 H20 H21 H22

その他診療収入（各種検診等） 811,472円 781,252円 767,448円

診療単価 8,210円 7,326円

12.88人 10.23人 8.14人

診療報酬収入 25,280,120円 18,255,819円 13,898,247円

延診療者数 3,079人 2,363人 1,897人

予算の執行状況
予算額

29,948,344

決算額の財源内訳

決算額

28,591,507 14,665,695

その他

13,925,812

診療所事業費 第 2 節
生涯を通じて元気で健康な暮らしが実現できるように
する

基
本
計
画

( 2 )4 目

成果に係る評価

河北歯科診療所職員人件費・河北歯科診療所管理費・河北歯科診療所医業費

事　業　名 河北歯科診療所運営事業

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　地区住民の歯科医療を確保し、歯科保健増進と健康に対する精神的不安の解消に資する。

款 第 4 章診療所事業費1

1 項

※平成22年度の診療期間中、3月14日～18日は、東日本大震災のため休診。

医療体制を充実する

目的及び事業内容

1日当たりの診療者数

7,726円

予
算
科
目

河北歯科診療所事業費

安心して健やかに暮らせるまち

（単位：円）

　平成21年2月に策定された診療所改革プランにのっとり、診療所の廃止を含め、今後経営形態の見直
しを検討する。

事業収入地方債国(県)支出金
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1 診療時間

※
た

2 診療科目

3 診療体制 常勤　 医師(所長)　1人、看護師　16人、診療放射線技師　3人

事務長　1人、事務職　3人

非常勤 石巻市医師会、桃生郡医師会及び東北大学病院等からの派遣医師

薬剤師　2人　石巻市薬剤師会からの派遣

（土・日・祝日及びお盆・年末年始、午後6時～午後11時）

※H22診療日数の減は、東日本大震災の影響による。

41.64人

診療単価 9,691円 9,778円 10,036円

139,587,141円153,203,554円

計 41.64人 42.93人

7.34人 7.37人

小　児　科 18.24人 17.92人

内　　　科 15.18人 16.50人 16.35人

5,985人

計 15,198人 15,668人 13,909人

診療日数 365日 365日 334日

　急病患者等の初期救急医療施設として夜間診療を行うことにより、市民の不安解消、安心して生活で
きる環境及び健康増進が図られた。

主な指標項目 H20 H21 H22

土　　　　午後6時～翌朝8時

日・祝日　午後6時～翌朝6時30分（年末年始含む）

内科、外科、小児科

毎日　午後6時から翌朝8時まで

ただし、小児科については日によって診療時間が変更

月～木　　午後7時～翌朝10時30分（お盆中は午後7時～翌朝6時30分）

金　　　　午後7時～翌朝8時

事業収入

（単位：円）

　昨今、医療現場を取り巻く状況は厳しさを増すばかりであるが、特に全国的な「医師不足」の問題が
もたらす影響は、当事業にも例外なく波及してきており、医師の確保が非常に困難になりつつある。そ
のような中において、事業の目的を果たすべく、年間を通して内科、外科、小児科の３科の初期救急医
療を実施している。
　また、初期救急医療機関として第二次救急医療機関との「機能分担」と「連携強化」を図ることは、
良質かつ適切な医療を効率的に提供することに繋がるものであり、救急医療体制の維持という観点から
も大きな役割を担っている。

5,541人 6,024人 5,462人

外　　　科 2,462人

小　児　科 6,659人

延
診
療
者

数

一
日
当
た

り
の
診
療

者
数

診療報酬収入

6,964人

外　　　科 8.21人

19.08人

2,998人 2,680人

147,290,773円

地方債国(県)支出金

第 2 節
生涯を通じて元気で健康な暮らしが実現できるように
する

基
本
計
画

( 2 ) 医療体制を充実する

第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち
予
算
科
目

5 目 夜間急患センター事業費

診療所事業費1 款

1 項 診療所事業費

成果に係る評価

夜間急患センター職員人件費・夜間急患センター管理費・夜間急患センター医業費

事　業　名 夜間急患センター運営事業

　夜間における初期救急医療を行うことで、市民が安心して生活できる環境を整え、市民の健康の増進
を図る。
　医師会（市・郡）及び東北大学病院等の協力により、年間を通して内科、外科、小児科の診療を実施
する。目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

内　　　科

予算の執行状況
予算額

370,250,499

決算額の財源内訳

決算額

346,354,242 139,613,226

その他

206,741,016
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